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ＪＲＣとの出合いは、昭和 62 年、出雲市立塩冶

小学校 2 年目の時である。当時の校長が、市教研の

ＪＲＣ部の部長であり、昭和 63 年度に島根県青少

年赤十字研究大会発表を塩冶小でやるということ

から、62 年度からＪＲＣの担当となった。 

 早速、その年にいわゆる「御殿場帰り」となった。

ＪＲＣの「Ｊ」のこともわからない私であったため、

3 泊 4 日の富士山を仰ぎながらの中央研修では、し

っかりと「ＪＲＣとはなんぞや」と鍛えられたので

ある。 

 この研修はすぐに生かされた。先ずは出雲市のト

レセンに、そして県のトレセンに、である。市のト

レセンでは、事務局として、Ｖ・Ｓ黒板の設置から

日程、内容（ホーム・ルーム、Ｖ・Ｓ等）の進め方、

最後は弁当の手配まですべてに及んだ。 

 県のトレセンでは、当然のことながら 1 日目は

「赤十字・青少年赤十字活動について」のレクチャ

ーである。子ども達を飽きさせないように、という

ことだけを考えていた。 

 それから退職するまで、約 30 年間（1 回中止：災

害が起きたため）1 回も休まずに参加した。会場は、

今では「サン・レイク」であるが、昭和 62 年当時 

 

は、三瓶の志学小学校、中学校が会場であった。図

書室の本を枕に、支部のあのゴワゴワとした毛布を

ふとんの代わりとしていた。お風呂は、小学校のプ

ールでのシャワーであった。しかし、食事は良かっ

た。学校の給食室で地域の人が作ってくれたからで

ある。本当においしかったのが思い出される。そし

て、Ｖ・Ｓやフィールドワークなどもしっかりとで

きたのである。 

 県の発表については、委員会活動を中心とした発

表であったと記憶している。先ずは、すべての委員

会を「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親善」にそ

れぞれ分け、その狙いに即した委員会活動を行った。

また毎月「５」の日には、全校で「ちかいの言葉」

を言ってから、「空は世界へ」のバックミュージック

でゴミ集め等、自分で考えたＶ・Ｓ活動を行った。 

 塩冶小学校当時のことが中心となったが、ＪＲＣ

と出合えて本当に良かったと思っている。「気づき・

考え・実行する」、この態度目標が、その後の学級経

営・学校経営の基となったことはもちろん、退職後

の生き方にも反映されているからである。 

 以上、巻頭言としてではなく、私の戯れ言として 

読んでいただければ・・・ 
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「島根県青少年赤十字賛助奉仕団 総会・研修会」報告 

 

─ ה  ╛⅛⌐  

                                            

 

 5 月 30 日、令和初の総会・研修会が団員

16 名、事務局 3 名の参加により開催されま

した。挨拶に続く報告の中で、昨年度のＪＲ

Ｃ加盟校が 190 校・園となったとありまし

た。学校数が減る中、20 校・園の新規加盟が

あったことは大変嬉しいことで、特に 7 幼稚

園の新規加盟があったことは、幼児からＪＲ

Ｃに触れることが、将来に亘る赤十字への関

わりの原体験となってくれればと、期待させ

るものでした。 

 協議事項 3 の「令和元年度賛助奉仕団の活 

動計画」では、「ＪＲＣの普及活動・加盟の

促進」「指導者の育成」「団員の研修と親睦」

「支部との連携」という 4 つの柱で協議され

ましたが、今の賛助奉仕団の意義や役割、そ

して課題を端的に示した柱と思います。なお、

協議の結果、2 月開催の指導者講習会への旅

費補助の廃止、「いとすぎしまね」発行のた

めの編集委員の設置が決まりました。また、

10 月には加納美術館への視察研修を計画し 

 

たい旨、委員長より話がありました。多数の

ご参加があればと思います。 

 研修会での小林七彩主事による平成 30 年

7 月豪雨災害救護活動の報告は、実体験に基

づくとても分かりやすいものであると同時

に、小林さん自身初の派遣経験で自分に何が

できるのかと、真摯に自問自答しながら取り

組んでおられた姿が印象的でした。 

 賛助の会ならではの、コーヒーやお菓子の

おもてなしが心に染み、「令和」の名にふさ

わしく和やかに時が流れた総会・研修会とな

りました。 

 

「島根県青少年赤十字賛助奉仕団 研修会」 講 演 

 

        

 

   西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨

となり、死者 237 名、負傷者 400 名以上、

住宅被害は全壊が約 6,700 棟と大きな被害 

 

をもたらした「平成 30 年 7 月豪雨災害」。岡 

山県や広島県をはじめ、多くの県で被害があ 

り、島根県においても江津市、川本町を中心 
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に住宅被害が出ました。 

 この災害に対し、日本赤十字社では全国か

ら救護班を派遣したほか、救援物資の配布、

こころのケア班の派遣、赤十字ボランティア

の活動、義援金の受付などを行いました。島

根県支部では、松江、益田両赤十字病院から

計 3 班の救護班が出動。私は 7 月 20 日～23

日に、第 3 班として広島県安芸郡坂町へ出動

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちの任務は、避難所である坂町立小屋

浦小学校の保健室に設置された救護所の運営

でした。発災から約 3 週間が経過していまし

たが、周辺では、被災者やボランティアの方

が泥まみれになりながら暑い日差しの中片付

けをし、学校の校庭は廃棄物や土嚢で埋め尽

くされ、すぐ近くでは自衛隊や消防による行

方不明者の捜索が続いている状況。大雨がも

たらす被害の大きさや恐ろしさを目の当たり

にしました。 

 

救護所は 1 日に約 40 名の方が、熱中症、

砂ぼこりによる目や喉の痛み、片付け作業中

のケガなどの症状で来られ対応しました。救

護所が落ち着いているときには、看護師長や

主事が中心となり、避難所内や周辺の家を訪

ねて、被災者の方の健康状態や衛生状態の確

認なども行いました。 

日赤島根県支部に勤めて 5 年、これが私の

初めての救護活動でした。本当に多くのこと

を学び、様々なことを感じ、考えさせられま

した。特に、避難所には、保健師会、看護協

会、薬剤師会など、日赤の他にも多くの団体

が支援に来ていましたが、団体こそ違え、「被

災者を助けたい」という強い思いはみな同じ。

団体を越えた連携や情報交換を密に行ってい

くことが、被災者のためになり、よりよい救

護活動につながるということを強く実感しま

した。 

 

 また、現地にはボランティアの人がたくさ

んおられ、避難所には支援物資がたくさん届

き、そして災害を乗り越えようとする被災者

の方がおられ・・・人の「つながり」や「あ

たたかさ」、「強さ」を感じました。赤十字が

掲げている「人間を救うのは、人間だ」とい

うスローガン。災害時はもちろん、日頃から、

「困っている人に手を差し伸べる」ことので

きる人が増えるよう、この言葉を伝え続けて

いきたいと思います。 
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 令和元年７月９日（火）、10日（水）の両

日、東京都港区の日赤本社で開催された標記

の総会・研修会に参加しましたので、その内

容についていくつか報告します。 

 

 ─ ⌐≈™≡ 

  これまでの総会は、日赤本社で開催され 

ていましたが、次年度に限って、次のような 

理由により福島県で開催されることになりま 

した。 

  ①東日本大震災から 10 年目を迎える福島 

県の実情を、見て、感じて、考えてほし

いという、福島県青少年赤十字賛助奉仕

団のみなさんの熱い思いがあること 

  ②次年度は東京オリンピックのため、東

京での宿泊場所を確保するのが困難であ

ること 

 ᵑ  

 参加者が 9 つのグループに分かれ、次の 

課題について話し合いました。 

①青少年赤十字加盟校の活動充実の支援に 

ついて 

②青少年赤十字賛助奉仕団の増員方法につ 

いて 

   それぞれの賛助奉仕団の特色ある活動を 

知ることができ、大いに参考になりました。 

私たちもこれまでの活動に加え、例えば、い 

とすぎの育苗や植樹などを通して、指導者協 

議会のみなさんとの一層の連携を図り、加盟 

校の活動を支援していければいいなと思って 

 

います。また、広島県の「青少年赤十字賛助

ひろしま」には、県教育長の巻頭言が掲載さ

れており、本県でも導入してはどうだろうか

と思いました。 

 Ḛ  

講演「青少年赤十字と海外支援」 

（講師：本社 青少年赤十字係長 

 宮崎 友紀子 氏） 

「1 円玉募金を使った海外支援事業」の対

象国であるネパールとバヌアツの実情と支援

についての詳細な報告がありました。そし

て、この事業の特徴を再確認することができ

ました。次の２つです。 

①子どもたちが活動の担い手であること 

②地域の人たちと一緒になって、現場に 

即した活動を考えていること 

  Ⱪ꜡♇◒  

  第５ブロックの参加者による情報交換等 

   ・令和元年度中国・四国ブロック青少 

年赤十字賛助奉仕団連絡協議会・研修 

会について 

     期 日：10 月 10 日(木) ～11 日(金) 

       会 場：ザ・グランドパレス徳島 

（徳島市寺島本町 1-60-1） 

       内 容：講演、公演、協議、情報交 

換、視察研修等 

   

   他県の方々といろいろな情報交換ができ、 

有意義な会でした。 
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 ５月以降「令和初の」云々と言われた様々なイベ

ントが開催されてきましたが、中でも「令和初の全

国赤十字大会」は特別意義深く、新たな時代の幕開

けを感じました。 

 それまで 30 年間名誉総裁を務められた美智子上

皇后さまから引き継がれ、新名誉総裁となられた雅

子皇后陛下をお迎えして、5月 22日に行われた今大

会に参加させていただきました。 

  表彰式では雅子皇后陛下より直接、功労者の方々

に有功章が授与されました。皇后陛下のにこやかで

はつらつとした美しいお姿を拝見して、これこそ日

本国民が長い間待ち望んでいたお姿だと感激しま

した。もっとも雅子さまのお帽子が大きく二階後部

座席からは直接お顔が見えず、大型スクリーンで拝

見しましたが、失礼ながらこの会場で同じ空気を吸

っているという満足感に浸っていました。 

 式典では近衞社長の「令和の時代も世界の赤十字

が手を取り合い、ともに歩むことを願う」「今、この 

 

世の中の貧困・孤児・病気を救うために赤十字の存

在意義がある」「敵味方の別なく人々の苦痛と戦い、

人間が人間らしく生きるために力を貸す」というメ

ッセージを代読で聞きました。 

 その後、岡山赤十字病院の医師、齋藤博則さんか

ら平成 30 年 7 月の豪雨災害での活動、神奈川県赤

十字国際奉仕団の田中友美乃さんからユースボラ

ンティアとしての活動について発表がありました。

赤十字の一員としての自覚と誇りを胸に抱き、明治

神宮会館を後にしました。 

 

    

        

 

 令和元年 6 月 20 日（木）に日赤島根県支部で開

催された標記の協議会の概要を報告します。 

 │ ─ ≈─ ─ ה ≢∆⁹ 

地域赤十字奉仕団、しんじ湖青年赤十字奉仕 

団、島根大学学生赤十字奉仕団、みずうみ赤十字

奉仕団、島根県無線赤十字奉仕団、島根県青少年

赤十字賛助奉仕団、島根県青少年赤十字指導者協

議会 

※ なお、このほかに、松江邦楽赤十字奉仕団

と島根県理容赤十字奉仕団があります。 

 ─  

開会行事の後、映像「赤十字この１年（2018～

2019）」の視聴。そのあと、各奉仕団が前年度の

活動報告と本年度の活動計画を発表し、連携で

きる活動について意見交換をしました。早速、

青少年指導者協議会は、無線奉仕団に対して、

トレセンでの実技指導を依頼し、良い形での連

携が実現しました。また、私たち賛助奉仕団に

とっても、この協議会が契機となり、青少年赤

十字指導者協議会、みずうみ赤十字奉仕団との

合同の「本庄小学校いとすぎ見学会」（6 月 27

日）が実現したり、みずうみ赤十字奉仕団との

共同開催の「高尾小学校の児童による落語鑑賞

会」（11月12日）が実現することとなりました。 
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今年の₈ꜞכ♄כ◦♇ⱪכ꜠♩ה♬fi◓ה☿fi♃₉כには、賛助奉仕団から４名が参加し、お手伝い 

をしました。指導にあたられた島根県青少年赤十字指導者協議会の先生から、ご寄稿いただきました。 

 

 

   ─   ─   ╩  ⅎ ≡ 

         

   

 

 令和元年のリーダーシップ・トレーニング・セ

ンターが 8 月 6 日から 8 日まで、今年もサンレイ

クでおこなわれました。私に任された主な仕事

は、初日の「アイスブレイク」、二日目のオリエン

テーリングの「絵伝令」（伝言ゲームのお絵かき

版）、そして「夕べの集い」の主担当でした。以

下、３つの取り組みについて感じたことを書かせ

ていただきます。 

 まず「アイスブレイク」は自分の出身校ごと

に、壁に東西南北のカードを貼っておいて、ホー

ルを地図に見立てて座る「人間地図」をしまし

た。しかし、私の児童生徒の実態把握が甘く、児

童生徒が情報を交換し合って地図のように並ぶこ

とはできませんでした。 

 言語活動を通してお互いの情報を交換して、目

的を果たすことを求めることは、初対面の児童生

徒にとって難しかったようです。北脇先生がおこ

なった「退化ジャンケン」のようなゲームの方が

盛り上がり、アイスブレイクとして適切だと感じ

ました。 

次に「絵伝令」ですが、小学校 4年生から高校 3

年生までの児童生徒が、1時間の間に 80枚の絵を

順番に描きます。今年は青少年赤十字賛助奉仕団

の方 2名に手伝っていただきましたので、5人チー

ムで指導体制が充実しました。おかげで制作補助

から、１枚１枚を順番通りに並べる作業、展示ま

で余裕をもっておこなうことができました。 

 児童生徒たちは結果発表のとき、ホールの壁に

貼り出してある自分やホームルームの作品の出来

栄えを興味津々に見ていました。視覚情報の伝達

ゲームから生まれた作品ではあるのですが、児童

生徒の発達段階や個性、よりよく表現したい気持

ちが伝わってきて、造形活動のよさを児童生徒も

スタッフも感じていました。 

 

 三つ目は「夕べの集い」です。その日の技術研

修で、それぞれ学んだことを児童生徒にステージ

で発表してもらい、皆で学んだことを共有しまし

た。発表方法はクイズにしたり、早く風呂敷でリ

ュックを作る競争をしたり、パワーポイントを使

ったりと、それぞれのグループが工夫を凝らした

ものでした。最初のアイスブレイクは失敗しまし

たが、夕べの集いはその分を取り戻すぐらい、児

童生徒一体となって盛り上がり安心しました。こ

の技術研修で気づいたことを、どのように発表す

るか考え、表現することが、児童生徒の「気づ

き」「考え」「実行する」態度を高めると考えてい

ます。 

 リーダーシップ・トレーニング・センターは赤

十字の精神を学ぶことを通して、「気づき」「考

え」「実行する」ことを児童生徒が学べる貴重な機

会です。今後この教育プログラムが拡がっていく

ために、さらに青少年赤十字賛助奉仕団の皆様の

力を貸していただきたいと、切に願っておりま

す。 
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 ６月２７日に、青少年赤十字指導者協議会、

みずうみ赤十字奉仕団の皆様方とともに本庄小

学校の糸杉を見学に行きました。 

 最初に教頭先生から「紅梅・糸杉の歴史」の

パンフレットをいただき、説明を受けました。

ソルフェリーノの丘の糸杉の種を受け取られた

本田坦氏からも、当時の様子を詳しく聴きまし

た。 

 雨降りの日でしたが、校舎を出て、昭和４０

年に植えられ、３０メートル以上になった糸杉

を見上げました。ソルフェリーノの丘の糸杉の

種が本庄小学校で育ち、半世紀以上の歳月を経

ていることに感慨もひとしおでした。 

ここに赤十字精神がしっかり根づいている証

でもあるように思います。大きく育った糸杉に

見守られている子供達に、「どんな状況や困難

があっても、大きく逞しく育てよ！」と励まし

を与えているようにも思われました。 

 島根県内に、全国・全世界に糸杉（赤十字の

シンボル・シンボルツリー）が育って、アン

リ・デュナンの思いが広がり、世界が平和にな

って欲しいと願いました。 

 

 

今回の糸杉の見学を通じて、私自身が赤十字

精神を心に秘めて、日々小さなことにも情熱を

もって行動していきたいと強く思いました。心

より感謝いたします。 
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 4 月 26 日（金）午前、出雲市立湖陵中学校体

育館で行われた青少年赤十字加盟登録式に、日

赤島根県支部の小林主事と２人で参加しました。

初めに、小林主事から赤十字や青少年赤十字に

ついての基本的な話がありました。パワーポイ

ントを使い、クイズなども取り入れた話は簡潔

で非常に分かりやすいものでした。そのあと、私

の方から、理想を実現するには志を同じくする

仲間の存在が必要なことを、「５人委員会」を例

にして述べさせてもらいました。 

同じ日の午後、出雲市立河南中学校の加盟登

録式には、日赤島根県支部の飯塚課長と一緒に

参加しました。短時間の登録式でしたが、飯塚課

長の話もまた簡潔で分かりやすく、私にとって

大変参考になりました。式の終わりに、私は生徒

会代表の胸に JRC のマークを取り付け、握手を

しましたが、私の手を握り返す彼の強い力と誇

らしい顔が強く印象に残りました。 

両校の校長先生の話によると、両校ともに、生

徒たちは地域でのボランティア活動に、積極的

に、また自発的に参加しているとのことでした。

また、加盟登録式の当日は、私たちに大きな声で

あいさつをするなど、マナーもすばらしいと思

いました。青少年赤十字の実践目標や態度目標

が学校教育に活かされていることを実感しまし

た。 

 

   

      

 

4 月 22 日に安来三中、5 月 27 日に広瀬中の

青少年赤十字加盟登録式に、日赤島根県支部の

小林主事に同行して伺いました。両校とも JRC

の精神を生かした活動を継続しておられ、夏休

みに実施されるトレセンにも毎年多数の生徒さ

んが参加しておられる学校です。 

 安来三中では、全校生徒が互いの顔が見える

ようにコの字になって座り、小林主事のアン

リ・デュナンや赤十字、世界の状況などについ

てのプレゼンテーションに耳を傾けました。私

からは、赤十字の原則の‟公平”を取り上げ、

困っている人にはより多くの支援が必要である

ことをお話ししました。安来三中は継続的に防

災教育に取り組んでおられ、生徒の活動が地域

に広がり、地域の防災意識の向上につながって

いると聞いています。 

 広瀬中では、小林主事のご指導のもと、未熟

ながら私がプレゼンテーションを担当させてい

ただきました。赤十字の話に加え、私がカンボ

ジアで見てきた汚染された水を飲まざるを得な

い子ども達の話もしました。広瀬中では、夏休

みの三日月公園の清掃作業や募金活動を、生徒

会の活動として継続されているそうです。また

生徒集会で、夏休みのトレセンに参加した生徒

からの研修報告もあったとのことです。 
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 今春、出雲市立遙堪小学校を最後に退職しま

した。３８年の教員生活の中の２５年をＪＲＣ

に関わらせていただきました。 

私が青少年赤十字指導者協議会の一員となっ

たのは平成６年でした。この年に大社小学校に

赴任し、池田英雄校長先生と出会いました。ある

日、池田先生から「全国指導者研修会に参加して

ほしい」とのお話をいただきました。当初参加予

定だった方が都合で行けなくなり、私に話が回

ってきたのでした。このお話がなければ、私がＪ

ＲＣと関わることはなかったでしょう。そうい

う意味では、ＪＲＣとの不思議な縁を感じます。 

移動も含め６日間の長い研修会。周りは知ら

ない人ばかりで緊張の連続でした。それでも、様

々な活動を通してホームルームの人と徐々に話

すことができるようになりました。特に関西や

九州の方の積極性には学ぶべきことがたくさん

ありました。そして、この研修で学んだＪＲＣの

理念やトレセンのプログラムは、その後の私の

学級づくり、管理職としての学校経営に役立ち

ました。 

その後赴任した学校でも、管理職の理解があ

り、夏のトレセンにほぼ毎年参加しました。参加

する子ども達との出会いが楽しみでしたし、私

が研修で学んだ「リーダーとしてどう行動した

らよいか」を子ども達に考えてほしいと思って

いました。 

現在、私は「海辺の多伎図書館」の館長をして

います。図書館経営は全くの素人ですが、ＪＲＣ

の態度目標「気づき、考え、実行する」を大切に

し、利用者の方に喜んでもらえる図書館づくり

を進めていきたいと思っています。 

 

 

   

                  

   

 お忙しい中、原稿をお寄せいただきま 

た皆様に、厚くお礼申し上げます。 

第 28 号は、青少年赤十字指導者協議

会からのご寄稿、みずうみ赤十字奉仕団

と合同の糸杉見学会や「日赤島根県支部

赤十字奉仕団委員長協議会」の報告など

を通して、他の団体とのつながりが感じ

られる号となりました。これからも多方

面からの情報を共有し、「いとすぎ」が活

動の広がりのきっかけとなれば幸いです 

各地の台風被害に心が痛みます。寒さ 

に向かうこの季節、皆様どうぞ健やかに 

お過ごしください。 

            金崎 智枝 
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岩 井 元 康 

金 崎 智 枝 

         川 津 愛 子 

         中 澤 悦 子 

         花 田 紀美江 

         広 原 啓 視 
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